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茨
城
大
学
教
育
学
部
紀
要

第
二
七
号

二

表
　
一
　
　
　
年
賀
状
の
文
面

（
五
＋
音
順
）

番
号

使
用
回
数

備
　
　
　
　
考

番
号

文
　
　
　
　
面
（
五
十
音
順
）

使
用
回
数

備
　
　
　
　
　
考

2
5新
年
お
め
で
と
う

二
「
謹
み
て
新
春
の
お
慶
び
を
申
し
上
げ
ま
す
」
二
例
を
含
む
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
語
で
「
新
年
お
め
で
と
う
」
に
相
当
す
る

地
の
文
の
み
で
、
年
賀
状
特
有
の
用
語
は
使
用
し
て
ゐ
な
い
地
の
文
の
み

2
2
3

新
春
の
御
祝
詞
を
申
し
上
げ
ま
す
新
春
の
御
よ
ろ
こ
び
を
申
し
上
げ
ま
す

一
二

計

二
〇
五

4
2
2

二

こ
れ
を
回
数
の
多
い
も
の
か
ら
順
に
並
べ
替
て
整
理
す
る
と
、

表
二
の
や
う
に
な
る
。



表
　
二

年
賀
状

の
文
面

（
出
現
度
数
順
）

順
　
位

番
　
号

回
　
数

出
現
率
∂

累
積
回
数

累
積
出
現
率
∂

順
　
位

番

号

回
　
数

出
現
率
％

累
積
回
数

累
積
出
現
率
㊤

一
六

1
8

一

○
・
四
九

一
九
一

九
三
・
一
七

多
い
。
い
ま
す
」
％
を
超
過
、
半
数
は
、
状
の
用
語
が
、
は
極
く
少
数
で
、

　
こ
れ
に
ょ
る
と
、
　
　
　
（
二
）
　
　
　
　
「
謹
賀
新
年
」
の
も
含
め
て
全
体
と
し
て
、
求
め
る
傾
向
が
顕
著
に
み
ら
れ
る
。
　
以
上
の
結
果
は
、

（
一
）
二

　
　
　
　
　
「
賀
正
」
）
で
、
つ
ま
り
全
体
の
半
数
以
上
を
占
め
る
こ
と
に
な
る
。
　
か
な
り
偏
っ
た
用
ゐ
ら
れ
方
を
し
て
ゐ
る
こ
と
が
解
る
o
　
　
　
　
　
地
の
文
だ
け
と
い
ふ
文
面
　
年
賀
状
の
書
出
し
の
語
句
と
し
て
は
、

　
　
　
　
　
　
　
「
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
」
と
記
す
人
が
最
も
　
　
第
一
位
か
ら
第
三
位
ま
で
の
上
位
三
者
（
「
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
累
積
出
現
率
が
五
三
・
こ
の
三
種
の
表
現
の
う
ち
の
執
れ
か
を
用
ゐ
て
ゐ
る
と
い
ふ
こ
と
で
あ
り
、
年
賀
　
　
　
　
私
の
許
に
届
い
た
年
賀
状
だ
け
に
つ
い
て
の
数
値
で
あ
る
の
で
、

　
　
　
　
一
七
％
に
達
し
、
五
〇
　
　
　
こ
の
こ
と
は
、
年
賀
状
の
　
　
　
　
　
　
　
（
三
）
欧
文
の
も
（
H
及
び
1
6
の
二
通
が
そ
れ
に
当
る
）
何
ら
か
の
形
式
的
な
慣
用
表
現
を
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
年
賀

年
賀
状
の
用
語
（
橘
）

三



備
し
た
。

句
の
中
で
、
ゐ
る
か
を
、
　
（
一
）
　
　
年
賀
状
を
書
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
茨
城
大
学
教
育
学
部
紀
要
　
第
二
七
号
状
の
用
語
に
つ
い
て
発
言
す
る
た
め
の
資
料
と
し
て
、
と
い
ふ
危
惧
が
抱
か
れ
る
の
で
、
そ
の
惧
れ
を
な
く
す
る
た
め
に
、
す
る
調
査
が
必
要
で
あ
る
と
考
へ
た
。
そ
こ
で
、
前
の
、
　
　
　
　
　
二
回
以
上
使
用
さ
れ
て
ゐ
る
一
五
種
の
表
現
に
っ
い
て
、
　
　
　
　
　
他
の
人
に
つ
い
て
調
査
す
る
こ
と
に
し
た
。
　
　
　
　
調
査
方
法
　
ア
ン
ケ
ー
ト
方
式
で
記
入
し
て
貰
ふ
方
法
を
と
つ
た
た
め
、
　
　
　
　
　
　
　
　
（
ま
た
は
捺
印
・
印
刷
す
る
）
と
き
、

一
方
的
に
偏
向
し
て
ゐ
は
し
な
い
か
　
　
　
　
今
少
し
別
の
角
度
か
ら
私
宛
の
年
賀
状
に
用
ゐ
ら
れ
た
語
　
　
　
　
　
ど
の
表
現
を
多
く
用
　
　
次
の
や
う
な
調
査
用
紙
を
準
　
次
の
ど
の
表
現
を
用
い
ま
す
か
。

そ
の
中
、
　
（
二
）
三
五
名
　
　
　
表

　
　
　
　
記
入
洩
れ
等
で
九
枚
を
除
き
、
と
に
し
た
。
被
調
査
者
二
四
〇
名
の
性
別
構
成
は
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
調
査

ま
た
、
結

果
の

二
四
九
枚
が
回
収
さ
れ
　
　
　
集
計

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
　
　
　
　
　
　
　
二
四
〇
枚
を
有
効
回
答
と
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
茨
城
大
学
教
育
学
部
附
属
中
学
校
の
生
徒
の
父
兄
を
対
象
と
す
る
こ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
男
二
〇
五
名
　
　
　
　
　
　
平
均
年
齢
は
四
三
・
八
五
歳
で
、
　
　
　
一
九
〇
・
〇
八
通
の
年
賀
状
を
受
け
取
つ
て
ゐ
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
五
十
音
順
）

（
回
収
率
九
一
　
　
（
八
五
・
四
二
％
）

　
・
九
四
％
）
、
　
　
　
　
　
、
毎
年
平
均
一
七
八
・

女

○
印
を
つ
け
て
お
答
え
下
さ
い
。

番
号

回
　
　
数

順
　
位

表
二
の
順
　
位

番
号

回
　
　
数

順
　
位

表
二
の
順
　
位

番
号

○
　
印

」

ノ

1

あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う

1

五

一
六
（
一
五
）

一
〇

1
0

三
　
一
七
（
一
六
）

一
二

2

あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

2

⊥
二

二

一

1
1

二
二

八

四

3

賀
春

3

一
四

＝
一

六

1
2

六
一

二

七

4

賀
正

（
一
五
）

（
一

黶
j

九

5

謹
賀
新
年

4

齊
ｵ

五

三

1
3

一
＝

九

6

迎
春

5

（
一
二
一
）

一

二

1
4

四
四

四

一
一

7

頒
春

6

一
〇

＝
二

七

1
5

一
五

「
一

一
二

8

新
春
の
御
よ
ろ
こ
び
を
申
し
上
げ
ま
す

7

二
三

六

五

1
6

一
＝
二

六

9

新
春
を
寿
ぎ
謹
ん
で
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す

8

一

（
七
）
一
〇

一
二

7

（
二
五
）
　
七

ﾜ

皿

新
年
お
め
で
と
う

七

1

（
ー
　
）

（
一
七
）

1
1
新
年
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

9

一
〇

＝
二

一
二

計

四
七
八

1
2
謹
ん
で
新
春
の
お
慶
び
を
申
し
上
げ
ま
す

に
添
書
を
す
る

（
四
名
）
、

1
3
謹
ん
で
新
年
の
御
よ
ろ
こ
び
を
申
し
上
げ
ま
す

（
三
）

集
計

1
4
謹
ん
で
新
年
の
御
祝
詞
を
申
し
上
げ
ま
す

調
査
結
果
を
ま
と
め
る
と
、

表
三
の
や
う
に
な
る
。
用
語
使
用
総
計
が
四
七
八
と
、

回

1
5
初
春
の
お
よ
ろ
こ
び
を
申
し
上
げ
ま
す

答
者
数
を
上
廻
つ
て
ゐ
る
の
は
、

一
人
で
二
箇
所
以
上
に
○
印
を
つ
け
た
人
が
あ
つ
た
た

1
6
定
ま
つ
て
い
な
い

め
で
あ
る
。
ま
た
、
第
1
7
項
は
、
こ
の
欄
に
何
ら
か
の
記
載
を
行
つ
た
回
答
が
七
通
あ
つ
た
と
い

1
7
（
そ
の
他
、
右
以
外
の
表
現
を
用
い
る
場
合
は
、
お
書
き
下
さ
い
）

ふ
こ
と
で
、

そ
の
内
訳
は
、

ω
、
「
謹
賀
新
年
」

②
表
現
は
年
に



ω
は
、

　
　
そ
こ
で
、
調
査
結
果

、

も
の
（
一
名
）

よ
っ
て
変
る
こ
と
が
あ
り
、
　
　
　
　
　
　
で
、

毎
年
同
じ
と
は
限
ら
な
い
第
5
項
に
加
へ
る
べ
き
も
の
、

（
二
名
）
　
②
は
第
1
6
項
に
、

⑧
「
賀
春
」
と
記
し
た
　
　
　
　
③
は
第
3
項

順
位

番
号

表
二
の
順
　
位

回
　
数

使
　
用
　
率
　
　
（
％
）

累
積
回
数

累
積
使
用
率
　
　
　
（
％
）

の
数
字
に
よ
る
）
　
　
表

に
加
へ
る
べ
き
も
の
で
あ
る
。
の
数
字
で
あ
る
o
右
の
結
果
を
、
数
値
を
算
出
し
て
表
記
す
る
と
、
　
　
　
　
四

使
用
回
数
の
多
い
も
の
か
ら
順
に
配
列
し
、
表
四
の
通
り
と
な
る
。
　
　
の
集
計

そ
れ
ら
を
各
項
に
繰
入
れ
た
も
の
が
、
　
　
　
　
　
　
（
表
三
の
（
　
　
　
　
（
使
用
度
数
順
）

　
　
　
（
　
）
内
　
　
使
用
率
等
の
）
内
の
、
修
正
後

一
一
＝
二
＝
二
一
五
一
六
一
七

1
5
6
9
1
1
0
1
7

一
二
七
一
二
一
〇
一
二

一
五
一
〇
一
〇
五
三
　
ー

三
・
一
四
二
・
〇
九
二
・
〇
九
一
・
〇
五
〇
・
六
三
　
　
　
ー

四
五
〇
四
六
〇
四
七
〇
四
七
五
四
七
八
四
七
八

九
四
　
一
四
九
六
・
二
三
九
八
・
三
三
九
九
・
三
七
一
〇
〇
・
○
〇
一
〇
〇
・
○
○

順
位

番
号

表
二
の
順
　
位

回
　
数

使
　
用
　
率
　
　
（
％
）

累
積
回
数

累
積
使
用
率
　
　
　
（
％
）

計

四
七
八

一
〇
〇
・
○
○

　
（
四
）
と
な
つ
て
、

他
の
九
四
・
七
七
％
ま
で
は
、
と
う
ご
ざ
い
ま
す
」
置
か
れ
て
ゐ
な
か
つ
た
の
で
、

　
　
　
　
　
調
査
結
果
の
考
察
　
ω
定
ま
っ
て
ゐ
な
い
と
回
答
し
た
の
は
　
②
上
位
三
項
（
「
謹
賀
新
年
」
春
の
お
慶
び
を
申
し
上
げ
ま
す
」
）
　
　
　
　
　
全
体
の
半
数
を
超
過
し
、
　
③
最
も
多
く
用
ゐ
ら
れ
る
の
は
、
　
　
　
　
　
　
　
　
と
な
り
、
　
ω
第
三
位
以
下
に
つ
い
て
も
、
し
五
位
の
第
1
6
項
及
び
一
七
位
の
第
1
7
項
と
は
、

果
し
て
相
関
が
あ
る
と
言
ひ
得
る
か
否
か
を
知
る
た
め
に
、

　
　
　
　
（
第
1
6
項
）
　
　
で
、
累
積
回
数
二
四
三
、
　
　
「
謹
賀
新
年
」
省
い
て
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
五
名
、
何
ら
か
の
慣
用
的
表
現
を
用
ゐ
る
と
回
答
し
て
ゐ
る
。
　
「
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
」
　
　
　
こ
こ
で
も
少
数
の
用
語
に
集
中
す
る
傾
向
が
認
め
ら
れ
る
・
　
　
　
　
　
　
　
　
で
、
第
二
位
が
先
の
調
査
と
は
順
序
が
入
れ
替
つ
て
ゐ
る
。
　
必
ず
し
も
一
致
す
る
と
は
い
へ
な
い
の
で
、

　
　
　
　
　
　
僅
か
五
・
二
三
％
で
あ
り
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
「
謹
ん
で
新
　
　
　
　
　
累
積
使
用
率
五
〇
・
八
四
％
　
　
　
　
　
　
　
「
あ
け
ま
し
て
お
め
で
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
両
者
の
間
に
　
　
　
　
相
関
係
数
を
求
め
て
み
た
。
但
そ
れ
に
相
当
す
る
項
目
が
前
の
調
査
に
は

年
賀
状
の
用
語
（
橘
）

五



表
　
五

表
二
と
表

四

茨
城
大
学
教
育
学
部
紀
要

第
二
七
号

、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六

の
順
位
の

相
関

D
　
　
　
　
　
　
鋤
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①
　
　
　
　
　
　
　
　
　
勾
ー
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
～
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（

表
三
の
番
号

－
⊥
　
2
　
3
　
z
4
5
6
7
8
9
0
　
　
　
　
　
1

ー
　
ワ
一
　
n
δ
　
’
4
1
⊥
　
　
1
　
　
1
　
　
1

1
5 ）

　
1
日
Σ
F

）
“
呂

表
一
の
番
号

1
　
2
　
’
4
　
5

1
0

9
一
　
〇
　
3
　
4
　
5
1
　
2
　
2
　
2
　
2

6
　
9
　
3
　
4
2
　
2
　
3
　
3

3
7

訓
⊥
1
5
司
平

表
四
の
順
位
（
A
）

5
2
1
5
1
　
　
　
　
　
1

1
3
　
　
　
　
0
　
3
　
6
　
7
1
⊥
　
　
　
　
　
1
　
　
1
⊥
　
－

0
0
　
2
　
9
　
41

1
2
7
1

7
°
　
）
脳
価

∴
…
耐
÷
　
…
P
　
　
　
　
a
　
　
‥
　
　
i
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
と
　
　
　
2

表
二
の
順
位
（
・
－
B
）

0
1
6
3
1

2 　
　
2
　
ワ
臼
　
2
7
・
　
5
　
　
1
⊥
　
　
1
　
　
1
⊥

4
7
9
1
1

1
2

1
3
1

3
　
）
陥
恥
　
（

σ
。

l
　
‥
　
は
　
　
…
　
脱
　
　
…
る
6
”
6
7
二
m
　
‥
頑
　
三
μ
三

ぬ
ビ
A

3
　
7
・
　
3
　
7
°
5
4
　
5
　
4
6
品
2
☆

4
7
1
7

3
　
7
‘
　
3
　
　
3
　
3
妨
M
品
輔
7
5
　
一

7
　
7
　
3
　
7
°
U
胴
腿
姐
一
　
　
一
　
　
　
　
一

5
3
2

戸
ぬ
「

9
　
9
　
9
　
9
0
　
0
　
∩
V
　
O
4
　
6
　
0
　
4
⑮
B
U
の
潟

0
9
0

0
∨
　
0
∨
　
0
】
　
0
ゾ
　
9
0
　
0
　
0
　
0
　
0
2
　
6
　
4
　
2
　
0
5
加
田
5
・
7

9
　
9
　
9
　
9
0
　
0
　
4
　
0
2
　
6
　
8
　
8
2
β
」
9

0
9
如

6
6
9
3
2

8
）
9
5
・
ユ
四

係
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ほ
関
　
　
　
　
　
　
　
　
　
a
　
　
　
　
　
　
　
b
　
　
　
　
　
力
相
　
　
P
　
　
　
　
　
σ
　
　
　
　
　
　
σ
　
　
　
　
　
ぷ
　
　
R

ぬ

9
白
　
ー
　
　
　
　
ウ
Ω
4
　
4
　
　
　
　
1

5
5

0
　
　
　
　
　
　
0
　
6
2
　
　
　
　
　
　
2
　
5
0
　
1
　
0
　
9
　
4
　
　
　
　
1
1

6

2
7

8
（
1

蜘
卜
B

7
　
3
　
3
　
3
’
4
　
5
　
5
　
5
2
6
L
4
　
「
　
　
一
　
　
一

5
3
う

3
　
3
　
7
・
　
7
“
田
M
銅
一
　
一

拍
4

従
つ
て
求
め
る
相
関
係
数
は
○
・
七
二
一
七
と
い
ふ
こ
と
に
な
る
。
　
一
般
に
＼
園
＼
〉
ρ
切

戸
㎜
ぽ

0
ゾ
　
0
∨
　
0
】
　
0
∨
0
　
0
　
0
　
0
0
　
4
　
4
　
2
1
6
3
5
6
Ω
2
別

0
9
卵
3
0

9
　
9
　
9
　
0
V
　
9
（
U
　
O
　
O
　
O
　
O
8
　
0
　
8
　
8
　
8
Ω
劔
四
9
9
四
　
　
1
　
　
1
1
　
　
1

9
　
9
　
9
　
0
∨
0
　
0
　
0
　
0
6
　
8
　
6
　
4
4
　
2
　
1
　
0
2
α
2
2
1
五
　
　
　
　
　
　
　
　
10

9
四
1
9

3
5
烈
1
5
2

は
、
両
者
間
に
何
ら
か
の
相
関
が
あ
る
こ
と
を
意
味
し
、
図
＞
O
は
増
減
相
伴
ふ
相
関
関
係
に
あ
る
こ
と
を
示
す
か
ら
、
前
の
二
つ
の
調
査
は
、
関
聯
の
あ
る
と
と
が
証
明
さ
れ
た
わ
け
で
あ
る
o
　
さ
て
、
二
つ
の
調
査
に
お
い
て
、
用
語
の
使
用
順
位
に
相
関
が
認
め
ら
れ
る
こ
と
が
分
つ

）
㎜
価
）
㎜
ぽ

9
1
却
4
1

－
↓
　
－
上
　
i
1
　
0
】
9
　
9
　
2
　
0
5
　
2
　
3
　
1
6
4
6
5
寸
1
　
3
　
　
0
　
F
O
　
　
　
ヨ9

1
却
1
1

9
5
H
7
5
1

6
）
4
P
7
（
“
1

た
の
で
、
次
に
両
者
を
重
ね
合
せ
た
も
の
に
つ
い
て
、
用
語
の
使
用
順
位
並
び
に
そ
の
出
現
率
を
算
出
し
た
の
が
表
六
で
あ
る
。
尚
、
表
四
の
1
6
項
に
相
当
す
る
も
の
は
、
先
の
調
査
で
は
べ
表
一
の
備
考
欄
を
考
慮
し
て
、
地
の
文
の
み
で
あ
つ
た
二
通
を
充
当
す
る
こ
と
と
し
た
。
順
位
は
、
二
回
で
あ
る
の
で
一
二
位
と
し
た
。



表

六
　
　
　
表

二
と
表

四
の
総

計

は
、

三

今
日
、

か
ら
用
ゐ
ら
れ
る
や
う
に
な
つ
た
か
に
つ
い
て
考
へ
て
み
た
い
。
そ
の
た
め
の
資
料
と
し
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
「
賀
正
」
　
　
　
　
　
　
国
語
辞
書
に
記
載
の
あ
る
用
語

そ
の
両
方
の
場
合
を
含
む
）
　
　
の
各
語
に
つ
い
て
、
、
　
カ
（ 何

ら
か
の
慣
用
的
表
現

③
「
恭
　
見

表
四
の
順
　
位

同
上
番
号

同
上
回
数
　
（
A
）

表
二
の
順
　
位

同
上
回
数
　
（
B
）

回
数
合
計
（
A
十
B
）

合
計
の
順
　
位

合
計
の
出
現
率
　
　
（
％
）

　
　
　
　
二
つ
の
調
査
を
通
じ
て
、
を
用
ゐ
る
傾
向
が
強
い
こ
と
が
明
ら
か
に
な
つ
た
が
、

次
に
、

こ
れ
ら
の
用
語
は
い
つ
ご
ろ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ω
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤
「
迎
春
」
し
て
ゐ
る
か
否
か
を
調
査
し
た
。
そ
の
結
果
は
表
七
の
通
り
で
、

（
「
が
し
や
う
」

　
と
よ
む
場
合
と
「
が
せ
　
　
「
賀
春
」
、
　
見
出
し
語
と
し
て
収
載
○
印
を
附
し
た
欄
は
、

一
一
＝
二

1
5
6

一
五
一
〇

一
二
七

二
七

一
七
一
七

一
二
＝
一

二
・
五
八
二
・
五
八

書
　
　
名

刊
行
年

擢

璽賀
春

恭
賀
新
年

迎
春

＝
二
一
五
一
六
一
七

9
1
1
0
1
7

一
〇
五
三
ー

一
二
一
〇
一
二

二
四
二

一
二
九
五

一
四
一
五
一
六

一
・
八
二
一
・
三
七
〇
・
七
六

1
2
3
4

下
学
集
運
歩
色
葉
集
易
林
本
節
用
集
日
葡
辞
書

一
四
四
四
一
五
四
八
一
五
七
九
一
六
〇
三

ー
ー
｜
ー

｜
ー
ー
ー

ー
ー
ー
｜

ー
ー
ー
ー

｜
ー
ー
ー

｜
｜
ー
｜

計

四
七
八

一
八
一

六
五
九

一
〇
〇
・
O
O

5
和
英
語
林
集
成
　
　
　
　
（
初
版
）

一
八
六
七

ー

i

ー

1
ー

ー

ー

こ
れ
に
よ
る
と
、

年
賀
状
の
用
語
（
橘
）

　
　
　
　
　
　
　
　
上
位
五
位
ま
で
の
順
序
は
表
四
の
場
合
と
変
ら
ず
、
察
し
た
事
項
の
中
、
②
③
は
、
表
六
に
つ
い
て
も
同
様
に
当
て
は
ま
る
こ
と
が
分
る
。

表
四
に
っ
い
て
考

6
7
8

パ
ジ
ェ
ス
日
仏
辞
典
和
英
語
林
集
成
　
　
　
　
（
再
版
）
和
英
語
譲
或
版
）

一
八
六
八
一
八
七
二
一
八
八
六

i
－
1

ー
i
ー

ー
ー
ー

｜
　
恭
眉

ー
｜
○

ー
ー
ー

七



茨
城
大
学
教
育
学
部
紀
要

第
二
七
号

八

書
　
　
名

刊
行
年

纏賀
正

賀
春

恭
賀

謹
賀

迎
春

民
一
口
ひ
q
凶
　
キ
ン
ガ
　
　
謹
賀
　
　
5
°
o
力
①
一
ロ
吟
①
ご
o
ロ
、
　
o
o
ヨ
唱
一
」
日
Φ
o
［
°
陶
　
　
　
　
　
　
　
　
句
ミ
さ
嵩
恥
さ
゜

⑳
3

新
年

新
年

恩
゜
C
キ
・
ウ
ガ
恭
賀
　
・
・
へ
S
§
§
ミ
ぎ
ヘ
ミ
ミ
＼

け
で
、
カ

　
こ
の
表
七
を
一
瞥
し
て
、
　
　
　
そ
れ
を
除
い
て
は
、
る
ま
で
、
．
、
、
年
賀
状
の
用
語
と
し
て
定
着
し
た
の
が
、
初
版
・
第
二
版
に
記
載
が
な
い
の
に
、

　
　
　
　
記
載
が
な
い
と
い
ふ
こ
と
で
あ
る
。
と
し
て
固
定
し
た
の
が
明
治
に
入
つ
て
か
ら
の
こ
と
で
あ
る
の
と
同
じ
く
、
か
ら
で
あ
る
こ
と
を
示
し
て
ゐ
る
や
う
に
思
は
れ
る
。
特
に
、
を
示
し
得
て
象
徴
的
で
あ
る
。
ヘ
ボ
ン
（
』
・
○
・
国
6
唱
O
已
『
口
英
語
林
集
成
』
第
三
版
に
は
、
次
の
や
う
な
記
述
が
み
ら
れ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
梢
奇
異
な
感
に
打
た
れ
る
の
は
、
ら
か
な
如
く
、
今
日
に
お
い
て
年
賀
状
の
慣
用
表
現
と
し
て
最
も
唱
。
匂
已
一
①
「
一
↓
町
い
と
認
め
ら
れ
る
「
謹
賀
新
年
」
が
、
僅
か
に
『
和
英
語
林
集
成
』
第
三
版
に
見
ら
れ
る
だ

こ
の
こ
と
は
、

第
二
次
大
戦
後
の
『
広
辞
苑
』
『
日
本
国
語
大
辞
典
』
が
現
れ
　
　
　
　
第
三
版
に
至
つ
て
登
場
し
て
く
る
の
は
、
右
の
観
点

他
の
「
拝
啓
」
や
「
敬
具
」
が
書
簡
の
用
語

既
に
表
⊥
ハ
等
に
ょ
っ
て
も
明
「
謹
賀
新
年
」
と
い
ふ
用
語
『
和
英
語
林
集
成
』
に
お
い
て
、
一
Q
。
声
切
1
」
㊤
　
」
）
の
『
和

　
　
　
　
が
高
近
代
に
入
つ
て



表
　
　
八
　
　
　
　
書

状
　
に
　
お
　
け
　
る
　
年

賀
　
用
　
語
　
の
　
使
　
用

回
　
数

書
状
執
筆
者

依
　
　
拠
　
　
本

書
状
執
筆
年
代

書
状
総
数

賀
正

賀
春

恭
賀
新
年

謹
賀
新
年

迎
春

備
　
　
　
　
　
考

1

佐
久
間
　
　
象
　
　
山
（
一
八
＝
ー
六
四
）

信
濃
毎
日
新
聞
社
刊
『
象
山
全
集
』

天
保
四
年
（
一
八
三
三
）
～
元
治
元
年
（
一
八
六
四
）

一
、

�
縺
Z

1

ー

ー

ー

ー

「
恭
賀
」
は
一
例
（
嘉
永
五
年
）
あ
り

2
坂
　
　
本
　
　
竜
　
　
馬
二
八
三
五
ー
六
七
）

山
石
崎
英
重
編
　
　
日
本
由
工
籍
協
｝
A
云
刊
　
『
坂
本
竜
馬
関
係
文
書
』

嘉
永
六
年
二
八
五
三
）
～
慶
応
三
年
二
八
六
七
）

一
八
三

ー

ー

ー

ー

ー

「
改
年
賀
事
」
一
例
（
慶
応
三
年
）
あ
り

3
木
　
　
戸
　
　
孝
　
　
允
二
八
三
一
二
ー
七
七
）

妻
木
忠
太
編
　
日
本
史
籍
協
会
刊
　
『
木
戸
孝
允
文
書
』

嘉
永
五
年
二
八
五
二
）
～
明
治
一
〇
年
（
一
八
七
七
）

二
、
二
〇
九

ー

ー

ー

ー

ー

「
新
禧
萬
福
」
四
例
「
新
禧
芽
出
度
」
四
例
あ
り

4
森
　
　
　
　
有
　
　
礼
（
一
八
四
七
ー
八
九
）

大
久
保
利
鎌
編
『
森
有
礼
全
集
』

慶
応
元
年
（
一
八
六
五
）
～
明
治
二
一
年
（
一
八
八
八
）

二
三
二

ー

ー

ー

ー

三
他
に
「
恭
賀
」
一
例
へ
明
治
一
四
年
）
あ
り

5
福
　
　
沢
　
　
諭
　
　
吉
二
八
三
四
ー
一
九
〇
一
）

岩
波
書
店
　
昭
和
三
六
・
七
年
刊
　
『
福
沢
諭
吉
全
集
』

安
政
六
年
二
八
五
九
）
～
明
治
三
三
年
（
一
九
〇
〇
）

一
、

繻
ﾜ
〇

1

ー

ー

｜

ー

「
恭
賀
」
二
例
　
　
（
明
治
一
八
年
頃
、
明
治
二
三
年
）
あ
わ
ノ

6
樋
　
　
口
　
　
一
　
葉
（
一
八
七
ニ
ー
九
六
）

筑
摩
書
房
、
昭
和
二
八
年
刊
『
一
葉
全
集
』

明
治
一
二
年
二
八
八
八
）
～
明
治
二
九
年
（
一
八
九
六
）

八
七

ー

｜

ー

ー

ー

7
勝
　
　
　
　
海
　
　
舟
二
八
；
ニ
ー
九
九
）

改
造
社
　
昭
和
四
年
刊
『
海
舟
全
集
』

安
政
元
年
（
一
八
五
四
）
頃
～
明
治
三
二
年
（
一
八
九
九
）

一
〇
六

ー

ー

ー

ー

ー

8
正
　
　
岡
　
　
子
　
　
規
二
八
六
七
1
一
九
〇
二
）

ア
ル
ス
　
大
正
一
五
年
刊
『
子
規
全
集
』

明
治
＝
二
年
二
八
八
〇
）
～
明
治
三
五
年
（
一
九
〇
二
）

七
六
八

六

‘
ー

ー

ー

ー

「
恭
賀
新
禧
」
一
例
（
一
九
〇
一
）
あ
り

9
田
　
　
口
　
　
卯
　
　
吉
二
八
五
五
ー
一
九
〇
五
）

全
集
刊
行
会
　
昭
和
四
年
刊
『
田
口
卯
吉
全
集
』

明
治
四
年
（
一
八
七
一
）
～
明
治
三
七
年
（
一
九
〇
四
）

四
八

ー

ー

ー

ー

ー

1
0

国
木
田
　
　
独
　
　
歩
二
八
七
一
ー
一
九
〇
八
）

新
潮
社
　
明
治
四
三
年
刊
『
独
歩
書
簡
』

明
治
二
三
年
二
八
九
〇
）
～
明
治
四
一
年
（
一
九
〇
八
）

四
六

｜

ー

一

ー

｜

1
1 二

葉
亭
　
　
四
　
　
迷
（
一
八
六
四
ー
一
九
〇
九
）

　
波
書
店
　
昭
和
四
〇
年
刊
略
　
こ
葉
亭
四
迷
全
集
』

明
治
＝
二
年
二
八
八
〇
）
～
明
治
四
二
年
（
一
九
〇
九
）

三
四
六

ー

ー

三

三

ー

鐘
饗
建
剛

1
2

夏
　
　
目
　
　
漱
　
　
石
（
一
八
六
七
ー
一
九
　
六
）

岩
波
書
店
　
昭
和
四
一
年
刊
『
漱
石
全
集
』

明
治
二
二
年
（
一
八
八
九
）
～
大
正
五
年
（
一
九
一
六
）

三
、
四
六
二

一

i

三

四

i

1
3

芥
　
　
川
　
　
竜
之
介
二
八
九
二
ー
一
九
二
七
）

筑
摩
書
房
　
昭
和
三
三
年
刊
『
芥
川
竜
之
介
全
集
』

明
治
三
九
年
（
一
九
〇
六
）
～
昭
和
二
年
二
九
二
七
）

一
、

l
一
八

一

ー

ー

二

｜

計

｝
二
、
一
四
五

八

1

七

九

三

年
賀
状
の
用
語
（
橘
）

九





「
新
禧
万
福
」
　
「
新
禧
芽
出
度
」
或
い
は
「
恭
賀
新
禧
」
　
「
謹
賀
新
禧
」
と
熟
し
た
形
で
の

表
　
九

書
簡
作
法
書
に
記
載
の
あ
る
用
語

表
現
も
汎
く
用
ゐ
ら
れ
て
ゐ
た
こ
と
が
分
る
。
　
㈲
次
に
、
　
「
新
年
お
め
で
た
う
」
と
い
ふ
表
現
が
い
つ
頃
か
ら
用
ゐ
ら
れ
る
や
う
に
な
つ

書
　
　
名

依
拠
本

年
　
賀
　
状
　
の
　
用
　
語

所
　
在

た
か
は
、
今
回
の
調
査
結
果
か
ら
判
断
す
る
限
り
で
は
、
佐
久
間
象
山
が
嘉
永
元
年
（
一
八
四
八
）
正
月
十
日
に
、
　
　
　
新
年
芽
出
度
候
：
：
：

1
庭
訓
往
来
（
応
永
年
間
一
四
二
〇
年
頃
成
立
）

続
群
書
類
従
巻
第
三
⊥
二

春
始
御
悦
、
向
貴
方
先
祝
申
候
畢
。
富
貴
萬
福
、
猶
以
幸
甚
々
々
。

正
月
進
状

と
記
し
て
ゐ
る
の
が
古
く
、
そ
の
後
は
、
福
沢
諭
吉
の
書
状
の
中
で
、
　
　
④
新
年
御
慶
目
出
度
申
納
候
　
　
　
（
明
治
＝
年
一
月
　
三
日
他
）
　
　
㈲
新
年
目
出
度
申
納
候
　
　
　
　
（
明
治
＝
二
年
一
月
一
七
日
他
）
　
　
ω
新
年
目
出
度
奉
存
候
　
　
　
　
　
（
明
治
二
三
年
一
月
一
九
日
他
）
等
の
諸
例
が
み
ら
れ
、
ま
た
二
葉
亭
四
迷
の
書
状
に
は
、
　
　
ω
新
年
御
目
出
度
存
候
　
　
　
　
（
明
治
三
六
年
一
月
八
日
）

2

ロ
ド
リ
ゲ
ス
日
本
大
文
典
（
一
六
〇
四
）

土
井
忠
生
訳
三
省
堂
昭
和
三
〇
年
刊

六
七
〇
頁
三
九
六
頁

と
い
ふ
文
例
が
み
ら
れ
る
の
で
、
恐
ら
く
は
、
ω
↓
㈲
↓
ω
↓
④
の
や
う
な
経
過
を
辿
つ
て
、
「
新
年
お
め
で
た
う
」
と
い
ふ
表
現
に
達
し
た
も
の
で
は
な
か
ら
う
か
と
考
へ
ら
れ
る
。

3

御
家
仮
名
往
来

延
宝
六
年
（
＝
ハ
七
八
）
刊
、
東
京
大
学
附
属
図
書
館
蔵

初
春
の
御
こ
と
ぶ
き
、
い
く
千
代
よ
う
つ
代
ま
で
も
　
尽
き
候
ま
じ
く
と
祝
入
ま
ゐ
ら
せ
候

上
一
オ

　
（
三
）
第
三
に
、
書
簡
作
法
書
を
資
料
と
し
て
、
年
賀
状
の
用
語
の
用
ゐ
ら
れ
方
を
調
べ
て
み
る
こ
と
と
す
る
。
書
簡
作
法
書
の
中
、
新
年
の
慣
用
的
表
現
に
っ
い
て
の
記
載
の
あ
る
、
次
の
一
二
種
に
つ
い
て
調
べ
た
結
果
は
、
表
九
に
示
す
通
り
で
あ
る
。
ω
庭
訓
往
来
、
②
ロ
ド
リ
ゲ
ス
　
日
本
大
文
典
、
③
御
家
仮
名
往
来
、
ω
書
札
弁
惑
集
、
⑤
消
息
文
梯
、
⑥
消
息
案
文
、
ω
雅
言
用
文
章
、
⑧
増
補
珍
玉
用
文
章
、
⑨
新
体
書
翰
便
蒙
、
o
o
作
文
解
環
、
o
o
今

4

書
札
弁
惑
集

宝
暦
一
〇
年
（
一
七
六
〇
）
序
、
東
京
大
学
国
語
研
究
室
時
枝
文
庫
蔵

下
｝
オ

様
か
な
消
息
、
⑫
書
翰
文
講
話
及
文
範
。

5

消
息
文
梯

文
化
一
二
年
（
一
八
一
五
）
刊
、
東
京
大
学
附
属
図
書
館
蔵

四
時
の
詞
よ
せ
　
春
　
正
月
　
む
つ
き
　
む
つ
ま
し
月
と
も
　
と
し
た
ち
つ
る
あ
し
た
の
空
の
け
し
き
　
年
の
あ
ら
た
ま
り
て
は
何
事
も
う
き
た
つ

三
三
ウ
三
四
オ

年
賀
状
の
用
語
（
橘
）

二



茨
城
大
学
教
育
学
部
紀
要

第
二
七
号

三

書
　
　
名

依
拠
本

年
　
賀

状
　
の
　
用
　
語

所
　
在

書
　
　
名

依
拠
本

年
　
賀
　
状
　
の
　
用
　
語

所
在

こ
s
ち
に
は
ら
ぬ
春
と
は
ら
s
に
下
略
）

　
神
代
の
ま
＼
の
お
き
て
か
　
　
　
明
ゆ
く
日
か
げ
の
う
人
の
心
も
の
ど
か
に
ぞ
（
以

8増
補
珍
玉
用
文
章

慶
応
四
年
（
一
八
六
八
）
刊
、
東
京
大
学
附
属
図
書
館
蔵

　
　
　
年
始
上
輩
江
遣
須
状
新
暦
之
御
慶
賀
不
可
有
尽
際
御
座
目
出
度
申
納
候
。
先
以
御
家
門
様
被
遊
御
揃
益
御
安
泰
　
　
（
中
略
）

一
オ
一
ウ

6
消
怠
案
文
黒
沢
翁
満
著

天
保
四
年
（
一
八
三
三
）
刊
、
国
会
図
書
館
蔵

　
　
　
年
始
の
文
新
年
之
御
吉
慶
不
可
有
尽
期
目
出
度
申
納
候
先
以
貴
家
御
一
統
様
被
成
御
揃
弥
御
安
全
被
成
御
越
歳
珍
重

新
し
き
年
の
初
の
よ
ご
と
。
尽
し
な
う
ほ
ぎ
聞
え
待
り
。
先
御
渡
り
あ
へ
か
に
。
御
ひ
と
ぞ
う
事
も
な
く
て
。
加
は
ら
せ
賜
へ
る
年
の
お
む
祝
。
何
事
か
は
と
な
む
。
よ
ろ
こ
び
思
う
た
ま
ふ
る
。

六
オ

　
　
　
同
同
輩
江
遣
寸
状
改
年
之
御
吉
慶
不
可
有
休
期
御
座
重
畳
申
納
候
。
先
以
其
御
地
御
全
家
様
御
揃
弥
御
勇
健
可
被
成
御
越
年
目
出
度
奉
存
候
　
　
（
中
略
）
　
　
　
同
下
輩
江
遣
須
文
新
年
之
御
祝
辞
目
出
度
申
収
候
。
先
以
其
御
許
様
無
御
別
条
可
被
成
御
加
年
重
畳
御
儀
奉
存
候
　
　
（
以
下
略
）

ニ
オ
ニ
ウ
四
オ
四
ウ

之
御
儀
奉
存
候
（
以
下
略
）

次
に

9

新
体
書
翰
便
蒙

明
治
四
年
（
一
八
七
一
）

　
　
　
贈
年
始
書
履
端
共
二
嘉
祥
慶
閥
愈
御
佳
勝
奉
祝

四
オ

7
雅
言
用
文
章
黒
沢
翁
満
著

嘉
永
五
年
（
一
八
五
二
）
刊
、
東
京
大
学
附
属
図
書
館
蔵

○
年
始
之
文
新
暦
之
御
慶
賀
不
可
有
尽
期
御
座
候
先
以
益
御
安
泰

　
　
○
年
始
之
文
物
皆
は
と
う
け
た
ま
は
る
中
に
も
。
暦
の
あ
た
ら
し
う
成
ぬ
る
ば
か
り
・
め
で
た
う
よ
ろ
こ
ぱ
し

上
一
オ

刊
、
東
京
大
学
附
属
図
書
館
蔵

四
ウ
五
オ

被
為
成
御
超
歳
奉
恐
悦
候
右
年
頭
之
御
祝
詞
奉
申
上

き
を
り
か
ら
な
ん
侍
ら
ざ
ら
ま
し
を
。
い
つ
は
あ
め
れ
ど
い
や
ま
し
に
。
栄
え
さ
せ
た
ま
ふ
御
あ

1
0

明
治
一
〇
年
（
一
八
七
七
）
刊
、
架
蔵

　
　
　
賀
新
年
文
新
年
之
慶
賀
不
可
有
休
期
候
。
先
以
御
全
家
御
揃
益
御
勇
康
被
成
御
超
歳
候
条
奉
恐
賀
候
　
　
（
以
下
略
）

一
オ
一
ウ

度
捧
愚
札
候
猶
期
永
陽
之
時
候
恐
慢
謹
言
（
以
下
略
）

た
り
に
。
く
は
s
ら
せ
た
ま
へ
る
年
の
御

1
1
今
様
か
な
消
息

明
治
＝
二
年
（
一
八
八
〇
）
刊
、
東
京
大
学
附
属
図
書
館
蔵



書
　
　
名

依
拠
本

年
　
賀
　
状
　
の
　
用
　
語

所
　
在

も
、
多
数
の
詳
細
で
正
確
な
情
報
を
伝
へ
て
く
れ
て
ゐ
る
。
そ
れ
ら
文
章
表
現
に
関
す
る
記

0
3

書
翰
文
講
話
及
文
範
下
巻
芳
賀
矢
一
・
杉
谷
代
水
編

大
正
二
年
（
一
九
二
二
）
　
冨
山
房
刊

一
頁
五
頁
六
頁

る
o

考
へ
ら
れ
る
こ
と
と
、
や
う
な
一
節
で
書
き
起
さ
れ
て
を
り
、
時
の
口
頭
語
ば
か
り
で
な
く
、

　
ω
最
初
に
『
庭
訓
往
来
』
を
掲
げ
た
の
は
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
第
二
は
、
誰
が
文
庫
よ
り
今
朝
の
春
」
と
よ
ま
れ
た
や
う
に
、
供
さ
れ
た
と
考
へ
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
た
だ
、
て
使
用
さ
れ
る
や
う
に
な
つ
た
常
套
語
句
は
、
　
②
ロ
ド
リ
ゲ
ス
の
『
日
本
大
文
典
』
は
、

当
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1
5
斑
自
　
灘
　
年
賀
状
の
用
語

三


